国民健康保険運営協議会議事録

日　　時　　　平成27年８月６日（木）

　　　　　　　午後３時00分～午後３時50分

場　　所　　　市議会委員会室

出席委員　　　吉田進一、濱岸好夫、上之郷允子、雪岡　義、松葉　玲、井上　理、
　　　　　　　小林裕典、後久正昭、中村豊治、吉井詩子、西山則夫、工村一三、
　　　　　　　世古口新吾、岡出　康、千葉五郎、平松和代
欠席委員　　　竜田和代、寺田　晃
市出席者　　　（健康福祉部長）鈴木正人、（健康福祉部次長）江原博喜
　　　　　　　（医療保険課長）中居　渉、（副参事）山神一洋
　　　　　　　（健康課）出崎里恵
　　　　　　　（国民健康保険給付係長）阿竹美幸（係）井口幸則
協議及び報告事項

　　　　　　　（１）会長及び副会長の選任について

　　　　　　　（２）平成26年度国民健康保険特別会計決算見込みについて
　　　　　　　（３）その他
（開会　午後３時00分）

○中居医療保険課長　　皆様、こんにちは。委員の皆様方には、何かとお忙しい中、御出席を賜りまして、誠にありがとうございます。
　本日は新しい任期の最初の協議会でございます。従いまして、正副会長が空席となっておりますので、議事に入りますまでの間、事務局において進行させていただきますので、よろしくお願いいたします。
（新委員紹介）
○中居医療保険課長　　それでは、協議事項に入ります前に鈴木健康福祉部長から御挨拶を申し上げます。

○鈴木健康福祉部長　　皆様、こんにちは。健康福祉部長の鈴木でございます。
　委員の皆様にはお忙しい中、この国民健康保険運営協議会に御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。
　また、日ごろはそれぞれのお立場で市政全般にわたりまして御理解、御協力を賜っておりますこと、この場をお借りしまして厚く御礼を申し上げます。
　７月24日の国保中央会は平成26年度医療費速報として市町村国保の医療費が前年度比0.4％増の11兆1,280億円と平成20年度の医療保険制度改革以降、過去最高を更新したと発表いたしました。全国的に被保険者数が減少しておりながらも、診療報酬改定や加入者の高齢化などが医療費の増加の要因とされております。平成26年度の伊勢市国保におきましても同様に被保険者数は減少しておりますが、一人当たりの医療費は増となっております。引き続き、医療費抑制に向けた保険事業への取り組みに重点を置きまして、また皆様の御指導をいただきながらよりよい運営になるように努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
　本日はお手元の事項書にございますように、平成26年度の国民健康保険特別会計の決算見込みにつきまして御審議をいただくこととなっておりますので、よろしくお願いいたします。
　簡単ではございますが、御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
○中居医療保険課長　　ありがとうございました。
　続きまして、本日御協議をいただきます資料を確認させていただきます。事前に郵送させていただきました資料でございますが、まず本日の「事項書」と「伊勢市国民健康保険運営協議会委員名簿」。
　続きまして、資料№１の「平成26年度国民健康保険特別会計決算見込」、３枚つづりのものでございます。
　続きまして、資料№２、「平成26年度国民健康保険料（税）収納状況」。
　続きまして、資料№３、「平成27年度国民健康保険料本算定賦課状況」。
　最後に、資料№４、「国民健康保険収支状況」でございます。
　以上が本日の資料となりますが、全部そろっておりますでしょうか。よろしいでしょうか。
　それでは、協議に入らせていただきます。

　協議事項（１）会長、副会長の御選任をお願いするわけでございますが、本日は初めての協議会でございますので、新しく会長が選出されるまでの間、市議会の例に倣いまして、年長の委員さんに臨時に会長の職務を行っていただきたいと存じます。

　本日御出席の委員のうち、最年長委員は世古口委員でございますので御紹介申し上げます。

　世古口委員、よろしくお願いします。
○世古口委員　　皆さん、お暑い中、大変御苦労さまでございます。それでは、御指名をいただきました公益代表の世古口でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
　ただいま、御指名により本日の会長選出までの臨時会長を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。
　誠に恐縮でございますが、座って進めさせていただきます。
　それでは、委員定数でございますが、本日の委員定数は18名でございます。本日は２名の方が欠席ということで、16名の方が出席されておりますので協議会は成立をいたしております。
　次に、議事録署名者の選任についてでございますが、私に一任をいただきたいと思いますが、よろしいですか。
（「異議なし」との声あり）

○世古口委員　　異議なしとのことでございますので、議事録署名者を上之郷委員さんと井上委員さんのお二人にお願いしたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは、議事を進めさせていただきます。

　まず、協議及び報告事項（１）会長及び副会長の選任についてでございますが、選出について事務局より説明をお願いいたします。
○中居医療保険課長　　それでは、協議及び報告事項（１）の会長及び副会長の選任につきまして御説明を申し上げます。
　まず、会長につきましては国民健康保険法施行令第５条、副会長につきましては伊勢市国民健康保険条例施行規則第３条の規定に基づき、公益を代表する委員のうちから全員がこれを選挙するとなっております。従いまして、本日公益を代表する５人の委員さんの中から会長及び副会長を選出していただくことになります。

　また、今回の運営協議会は会長及び副会長が決まっておりませんので、市長が召集をさせていただきましたが、選出後の運営協議会につきましては会長が召集することとなり、協議会の議長となりますのでよろしくお願いいたします。

　以上、御説明でございます。
○世古口委員　　ありがとうございました。ただいま、事務局より説明がございましたように、会長の選任については公益を代表する委員の中から全員で選んでいただくことになっております。公益を代表する委員の方の御意見、御発言をお願いいたします。
○工村委員　　公益を代表する委員の中からということですので、昨年に引き続き西山委員を推薦したいと思いますので、よろしくお願いします。

○世古口委員　　ただいま、会長に西山委員を推薦したいという御意見がございましたが、御異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）

○世古口委員　　御異議ないようでございますので、西山委員に会長をお願いいたします。
　臨時会長の議事の進行は会長の選出まででありますので、これで議長席を会長と交代いたします。御協力ありがとうございました。
○西山会長　　改めまして、こんにちは。
　ただ今、会長に御指名をいただきました西山でございます。皆様方と御協力をいただきまして伊勢市の国民健康保険の運営に尽力してまいりたいと思います。なお一層の御協力いただきますことをお願い申し上げまして、就任の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　では、座って失礼します。
　それでは、続いて副会長の選任につきまして、よろしくお願いをいたします。副会長の選任も規則により公益を代表する委員の中から選出することになっておりますが、いかが取り計らいをさせていただきましょうか。

○工村委員　　会長一任でお願いしたいと思います。
○西山会長　　会長一任という声をいただきましたので、失礼ですが、私から指名をさせていただきたいと思います。
　副会長には吉井委員にお願いをいたします。
○吉井委員　　皆様、こんにちは。

　ただ今、副会長に御推薦いただきました吉井詩子でございます。会長を補佐し、伊勢市の保険行政のために一生懸命頑張ってまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

○西山会長　　それでは、事項書に従いまして会議を進行いたします。
　事項書（２）平成26年度国民健康保険特別会計決算見込みについてを議題といたします。
　当局より説明があります。
○中居医療保険課長　　それでは、お手元の資料№１、「平成26年度国民健康保険特別会計決算見込」について御説明を申し上げます。
　１、２ページが歳入、３ページが歳出で、左から項目現計予算額、決算見込額、対予算超過額、この対予算超過額は３ページの歳出では執行残ということになっております。
　それから、一番右側に説明という順で金額は全て千円単位でございます。

　なお、タイトルに見込とありますのは、まだ議会の議決がなされていないことによるものでございまして、今後数字が変動するというものではございませんので御了解いただきたいと存じます。

　それでは、１ページの歳入から、その主なものについて御説明申し上げます。

　まずは、国民健康保険料と国民健康保険税の内訳でございます。左側の縦書きの部分、上段が国民健康保険料、中段が国民健康保険税、下段がその両方を合わせたもので、さらにその下に参考としまして現年分と滞納繰越分の計を記載しております。下から３つ目、下段の合計欄でございますが、国民健康保険料及び国民健康保険税の決算見込額は27億3,319万8,000円で予算額に対しまして、8,593万3,000円の収入増となっております。収納状況の詳細につきましては後ほど国民健康保険料担当副参事から御説明を申し上げます。
　次に、２ページをご覧ください。
　左側一番上の縦書きの国庫支出金の計の欄でございますが、決算見込額は30億8,840万3,000円と予算額に対しまして、３億4,824万6,000円の収入増となりました。これは療養給付費等負担金現年分の２億1,917万3,000円と財政調整交付金のうち、特別調整交付金１億2,347万6,000円をいただけたということが大きな要因となっております。
　次に、療養給付費等交付金でございますが、決算見込額は５億1,638万1,000円です。予算額に対しまして、3,737万円の収入増となっております。これは退職者医療制度該当者の療養給付費額の増と、前年度に概算交付された精算によるものでございます。
　次に、前期高齢者交付金ですが、決算見込額は38億2,748万8,000円となっております。
　次に、県支出金ですが、決算見込額は７億7,767万2,000円で予算額に対し、２億7,707万8,000円の収入増となりました。これも特別調整交付金、２億8,686万9,000円の収入増が大きな要因でございます。

　次に、共同事業交付金ですが、決算見込額は22億4,180万円です。予算額に対して１億1,285万1,000円の収入減となりました。これは高額な医療費に対応する交付金で、共同事業拠出金の対象金額の減によるものでございます。

　次に繰入金ですが、決算見込額は17億4,937万円で、一番下にありますように財政調整基金繰入金10億円の繰り入れを行い、保険料医療分の賦課額軽減に努めました。
　最後に、諸収入ですが、決算見込額は3,678万4,000円で、予算額に対しまして849万3,000円の収入増となっております。

　以上、歳入合計決算見込額は152億3,554万6,000円で予算額に対し、６億4,285万2,000円の収入増となりました。

　続きまして、歳出について御説明を申し上げます。３ページをご覧ください。

　一番上の総務費でございますが、決算見込額は１億8,579万3,000円で予算額に対して、777万6,000円の執行残となりました。

　続いて、保険給付費について御説明申し上げます。

　まず、一般被保険者の療養給付費等ですが、決算見込額は84億7,305万8,000円で予算額に対して、9,914万1,000円の執行残となりました。退職被保険者等の療養給付費等の決算見込額は４億83万9,000円となりました。その他、出産育児一時金、葬祭費等を合計しまして、保険給付費の支出総額は89億4,757万7,000円となり、予算額に対して１億3,294万円の執行残となりました。給付件数等はそれぞれ説明欄に記載のとおりでございます。この保険給付費合計89億4,757万7,000円は歳出総額の62.3％を占めております。
　次に、後期高齢者支援金の決算見込額は17億5,728万2,000円、前期高齢者納付金の決算見込額は136万7,000円となりました。その２つ下の介護納付金の決算見込額は７億8,213万9,000円となりました。
　次に、共同事業拠出金の決算見込額は24億415万4,000円で予算額に対しまして、1,920万3,000円の執行残となりました。

　次に、保険事業でございます。主に特定健診・保健指導の費用で、決算見込額は１億7,050万5,000円となり、予算額に対して2,233万3,000円の執行残となりました。平成26年度の特定健診の受診率でございますが54.0％で、目標受診率56％には及びませんでしたが、三重県平均の40.3％を大きく上回る結果となっております。
　また、平成27年２月には医療費抑制対策の一つとしまして、後発医薬品利用差額通知を発行いたしました。こちらは平成26年11月診療分につきまして、後発医薬品を利用した場合の差額を通知し、利用促進を図っております。平成26年11月診療分と27年５月の診療分を比べてみますと、後発医薬品利用率は36.6％から37.8％と1.2％増えております。
　続いて、諸支出金でございますが、決算見込額は１億1,094万円で予算額に対しまして695万4,000円の執行残となりました。主なものは償還金で、平成25年度療養給付費等負担金精算による支出をさせていただきました。予備費につきましては、4,335万6,000円の残額となりました。
　以上、歳出合計決算見込額は143億6,009万円で歳入合計の152億3,554万6,000円から差し引きをいたしますと、欄外に記載のとおり、８億7,545万6,000円の余剰金が生じております。この余剰金につきましては伊勢市国民健康保険財政調整基金条例第２条第２号の規定により、歳入歳出の決算上生じた実質余剰金のうち、２分の１を下らない４億7,500万円を基金に積み立てまして、その残額、４億45万6,000円を平成27年度に繰り越すものでございます。

　決算見込みにつきましては以上でございます。
　続きまして、国民健康保険料の収納状況等につきまして、担当副参事から御説明をさせていただきます。

○山神副参事　　続きまして、国民健康保険料の収納状況につきまして御説明申し上げます。
　お手元の資料№２の「平成26年度国民健康保険料（税）収納状況」をご覧ください。
　表の上段が国民健康保険料、中段が国民健康保険税、下段がその両方を合計したもので、左側に平成26年度、右側に平成25年度の旧年度の数値を載せてございます。
　全体の収納率につきましては、表の下から数えて３段目の保険料、保険税、横書きのところですが、下から２段目の現計の計、一番下段の滞納繰越分の計のところをごらんいただきたいと思います。
　平成26年度の収納率は全体で78％、現年度分が92.3％、滞納繰越分が26.8%となっております。平成25年度と比較しますと、現年分が1.0％の増加、滞納繰越分が1.1％の増加となりました。これは職員の滞納者宅訪問や保険証の更新時の納付相談における納付指導などの取り組み、また平成23年度から債権回収室を設置し、悪質な滞納者には断固とした滞納処分を行っていくという市の強い方針の効果が表れてきたものと思います。
　ただ、全体では1.4％の減少となっておりますが、これは平成26年度に基金10億円を繰り入れて保険料を下げたことにより、現年分が前年度の調定額より大幅に２割減少しているためです。数字のトリックといいましょうか、現年滞納分の個々の収納率は上がっていますが、両方の合計で収納率を計算しますと、現年分の調定額が大幅に減少し、相対的に現年分の収納額も減少することにより、収納率に計算時の分母となる調定額、また分子となる収納額に対して、もともと収納率の低い滞納分の占める割合が全体的に大きくなるために生じる結果でございます。御理解よろしくお願いいたします。
　次に、２の保険料収納区分をご覧ください。
　この中の一番、コンビニエンスストアの収納割合が13.7％。表にはありませんが、一昨年が8.5％、昨年が11.7％と24時間いつでも料金を納めることができる利便性のよさで年々上昇傾向にあります。
　続きまして、資料№３、「平成26年度国民健康保険料本算定賦課状況」をご覧ください。
　料金については、本年２月に開催させていただきました運営協議会の平成27年度国民健康保険料特別会計当初予算の中で説明させていただいておりますが、当初は基金６億円を繰り入れての料金試算を行うとの条件で、平成26年度に比べて若干値上げとなると御説明させていただいておりましたところですが、最終的には平成26年度決算剰余金の一部４億円を加えて、合計10億円を本来の必要保険料から差し引いた形で本算定をしておりますので、条件は前年、平成26年度とほぼ同じ条件となりました。
　それでは、料率等を簡単に説明させていただきます。表の上段の料率欄をご覧ください。
　まず、医療給付費分につきましては所得割の料率が5.44％、均等割が１万9,040円、平等割が１万4,240円であり、表には載せてございませんが、前年度と比較しますと、所得割が0.25％の増、均等割が208円の増、平等割が昨年と同額となっております。
　次に、後期高齢者支援金分につきましては所得割が3.04％、均等割が9,830円、平等割が7,360円であり、前年度比では所得割が0.06％の増、均等割が２円の減、平等割が80円の減となっております。
　また、介護納付金分につきましては所得割が2.88％、均等割が１万1,680円、平等割が6,130円であり、前年度比では所得割が0.49％の減、均等割が1,000円の減、平等割が585円の減となっております。

　下の一人・一世帯当たりの金額の調定額をご覧ください。

　一番下になりますが、医療分、後期高齢者、介護それぞれを足しますと、市民の方々に納めていただくことになります平成27年度の年間保険料は、一世帯当たり14万8,659円で、調定額の７万5,965円と３万9,233円、３万3,461円を足した額です。
　その下段の一人当たりの平均は、９万6,907円となりました。
　全体的に医療分と後期高齢者支援金分、介護納付分、全てが下がっております。この下がった要因は歳出面から見ますと、医療の支払い費を昨年より２億円の減と見込み、また歳入面から見ますと、基金からの補填を10億円見込み計算したこと、また低所得者の料金軽減対象幅が拡大したこと、あとは40歳から64歳までの方が負担する介護納付分について、国の介護料金算定の見直しによる減額があったことが挙げられます。

　なお、賦課算定時の被保険者数は均等割欄の３万2,826人です。世帯数は平等割の１万9,827世帯となっております。前年と比較しますと、加入者数は783人の減。加入世帯数は209世帯の減となりました。今後も加入者数の減少は続くものと考えております。
　以上で平成26年度国民健康保険料（税）収納状況及び平成27年度国民健康保険料本算定賦課状況についての説明を終わらせていただきます。よろしく御協議賜りますよう、お願いします。
○中居医療保険課長　　続きまして、資料№４、「国保会計収支状況」をご覧ください。
　こちらは先ほどの資料１の決算見込額を年度比較したものでございます。
　表の左側が歳入、右側が歳出となっておりまして、それぞれの科目ごとに平成25年度決算額と26年度決算見込額及び27年度当初予算額を記載してございます。
　合計欄をご覧いただきますと、各年度の総額の伸びがおわかりいただけるかと存じます。
　右側でございますが、歳出の２つ目、保険給付費合計欄をご覧ください。保険給付費につきましては平成25年度89億9,506万2,000円、26年度89億4,757万7,000円と0.5％の減となりました。この保険給付費のうち、審査支払手数料、出産育児一時金、葬祭費を除いた一人当たりの医療費保険者負担額でございますが、被保険者数が2.4％減少していることもございまして、このいわゆる一人当たり医療費につきましては31万6,428円から32万3,975円と7,547円、1.9％の増となっております。一人当たり医療費については1.9％増えたということでございます。
　その下の後期高齢者支援金につきましては一人当たりの負担金額の増により、１％増の17億5,728万2,000円の支出でございます。
　また、共同事業拠出金のうち、保険財政共同安定化事業につきましては前年度決算額より８億5,900万円の増で、これは対象医療費が20万円超えから２万円超えに拡大されたことによるものでございます。
　続きまして、左側の歳入の保険料・税の合計欄をご覧ください。
　当初、医療費増を見込んで26億6,689万3,000円と積算をいたしておりましたが、保険給付費分の支出見込減によりまして、1,962万8,000円の減額を行い、27億3,319万8,000円の収入となっております。
　また、歳入下段の繰入金でございますが、平成25年度の０円に対しまして財政調整基金より当初予算どおり10億円の繰り入れを行っております。
　以上の年度収支から財政調整基金の状況でございますが、右側一番下にございます基金残高の欄をご覧ください。
　平成25年度末における基金残高は20億2,733万4,000円でございました。平成26年度末は12億9,312万1,000円で、７億3,421万3,000円の減額となっております。ちなみに、平成27年度は６億円の繰り入れを行い、基金残高といたしましては11億6,852万1,000円となる見込みでございます。
　今後さらなる高齢化の進展や医学技術の進歩により、医療費はますます増加をしていくものと見込まれます。その反面、社会、経済情勢により低所得の被保険者が増加していくといった状況もございまして、保険料収入の確保は厳しさを増しており、厳しい財政運営を強いられている現状でございますが、引き続き国保財政の安定化に向け、取り組んでまいりたいと考えております。
　資料№４の説明につきましては以上でございます。
　また、以上で（２）平成26年度国民健康保険特別会計決算見込についての説明を終わらせていただきます。よろしく御審査賜りますよう、お願いいたします。
○西山会長　　はい、御苦労さまでした。

　ただいま当局より説明がありましたが、これにつきまして御質問等がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。
○中村委員　　資料２の保険料と保険税の収納状況ですが、平成26年度と25年度を比較いたしますと、１ポイントほど収納率が増えておるわけですね。これをどのような形で分析をされておるのか。これを平成27年度にどのようにつなげていくのか、少し分析結果を教えていただきたいと思います。

○西山会長　　副参事。

○山神副参事　　中村委員さんの御質問の件ですが、本年１％の増ということですが、やはり23年度から債権回収対策室ができましたことによりまして強い方針で滞納処分を行っている。また、現年分につきましても、それの波及効果と考えております。それと、現在徴収一元化としまして、各公課に配属されておりました徴収嘱託員さんを収税課に一つにまとめたところにより、効率化等も図っておりまして、全般的に現在収納率の向上が見られているところでございます。来年も引き続きこの方針を継続しまして、より一層収納率の向上を図っていきたいと考えております。
　以上でございます。

○中村委員　　平成23年度から債権回収の対策室がスタートしている。その効果が出ておるという、こういう具合に説明されておりまして、それに一元化の問題も含めて整備している。私はずっと見ておりますと、やっぱり職員さんの努力ですね、これがこのような形で結果として１％って大きな数字で全般的に結びついておるということ。さらには、やっぱり外回りの嘱託職員さんですか、彼らも、今、何名か見えるんですけども、10名ぐらい見えるんですか、彼らも大変努力されておると思うんです。その点はいかがですか。

○山神副参事　　徴収一元化職員さんも昼夜を問わず一生懸命収納業務に頑張ってきていただいておりますので、今回、国保料に関しましても１％というすごい数字が出て、みんなで喜んでいるところでございます。27年度の目標数値でございますが、債権回収対策室を中心に各課の数値目標を計上しておりまして、国民健康保険料としましては対前年度比の0.2％の増ということで頑張っていきたいという目標数値を挙げております。それと、滞納を減らすという指標としまして、督促状の発送件数を減らしていくという目標値も挙げておるところで、去年、督促状は106件あったところですが、既に10％の削減を達成しております。
　以上でございます。

○中村委員　　大変努力をされているということはよく理解はできるんですけれども、例えば、債権回収対策室から今度はどうしようもない人を県の方へ送るわけですよね。そのタイミングはどのような形で県の方へ送られておるんですか。

○山神副参事　　県の方の回収室へ送り込むのは租税だけに限っておりまして、公課は債権回収室で留めているという形をとっております。従いまして、今回国保料につきましては昨年件数として31件、金額としましては約2,054万を債権回収室の方へ移管していたところでございますが、27年度としましては約90件、債権総額で１億、これは延滞金は含めておりません。延滞金を含めますと１億4,000万、とりあえず債権回収室へこれだけお願いしたいということで送り込んでおりまして、この90件の中から、さらに財産調査等を精査しまして各方面で協議しあった中で、これ以上財産があるかないかを判断した上で差し押さえ、滞納処分をするか否かということを判断していくところでございます。
　以上でございます。
○西山会長　　他に御発言ございませんでしょうか。
○濱岸委員　　この平成26年の資料２ですけども、現年の収納率が92.3と出てますが、この92.3％の収納率は他の市町村、市の部分では何位ぐらいなんですか。一番上まで行ってないんですか。

○山神副参事　　まず、収納率、実は26年度はこの秋に状況が出てくるので、申しわけないんですが、25年度の県の収納率の平均が91.01％でございます。順位としましては、これも25年度の数値しかございませんが、29市町中24位となっております。
○西山会長　　副参事、市だけで取り上げてみてくれませんか。

○山神副参事　　収納率の順位は14市中９位でございます。25年度です。
○西山会長　　先ほど答弁にありましたように、10月に26年度分が出たら、次の協議会のときにでも順位も含めて委員の皆さんに報告をしていただくように要請をしておきます。
　他に御発言ございませんか。
（「なし」との声あり）

○西山会長　　ないようでございますので、お諮りをいたします。
　平成26年度国民健康保険特別会計決算見込みについて、当局の原案どおり承認したいと思いますが、御異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）

○西山会長　　それでは、当局の原案どおり承認をいたしたいと思います。

　次に、事項書３のその他でございますが、当局側から何かございませんか。
○中居医療保険課長　　特にはございません。
○西山会長　　ないようでございますので、その他につきまして、他の委員さんからこの際ということで御意見がございましたらお受けしたいと思います。よろしいですか。
（「なし」との声あり）

○西山会長　　それでは、ないようでございますので、本日の運営協議会を閉会させていただきます。長時間にわたりまして慎重な御審議をいただきまして、心より厚く御礼を申し上げます。大変ありがとうございました。御苦労さまでした。
（閉会　午後３時50分）

－１－

